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1　は　じ　め　に

一度草地内に定着したエゾノギシギシ（以下ギシギシと

略す）は，長年にわたって生存し，主作物である牧卓の生

産量を低下させる。このギシギシの駆除法には・冠部及び

根上部除去法■除草剤による方法l）などがあろが・その経

費は時には莫大なものとなる。そこで．結実前のギシギシ

を刈取り，貯蔵飼料として利用することを試みた。

2　試　験　方　法

6月上旬，同一草地内のギシギシ（草丈約65m，一部開

花），オーチャードグラス（同約92伽，出穂期），ラジノ

クローバ（同約42（濁．一部開花）を刈取り，天日乾燥を行

い．飼料成分及び乳牛によろし好性などを調べた。サイレ

ージの調製では，同じ生育段階のギシギシを用い，無予軌

予乾に処理して切断し，実験用サイロ（0．037が）各3基に

貯蔵した。他に再生ギシギシとオーチャードグラスを用い．

無予乾のまま切断混合し，前同様にサイロ貯蔵した。これ

らのサイレージについては，p札有機酸含量などのほか，

乳牛（6頭）によろし好調査を行った。

3　試験結果と考察

日）ギシギシの茎葉率と水分

ギシギシは，花穂を含む茎部（以下茎部と記す）約37％，

葉部約63％，オーチャードグラスは，稜及び葉鞘が着生し

た茎部（以下茎部と記す）が約36％．未開葉を包む幸鞘部

（以下葉鞘部と記す）が15％，葉身部約49％．ラジノクロ

ーバは美都が100％からなっていた。この調査結果によれ

ば．ギシギシとオーチャードグラスの茎部割合はほぼ同じ

であろことがわかった。

次に，材料草の水分含有率をみると，ギシギシは89．川，

オーチャードグラスが76．摘，ラジノクローバが89．0％と

なり，ギシギシとラジノクローバが大体同率で，オーチャ

ードグラスがやや低かった。また．茎葉部の水分含有率を

みると．ギシギシの茎部が89．7％，葉部が88．5％．オーチャ

ードグラスの茎部が73．4％，葉鞘部84．3％．葉身部77．4％と

なり．ラジノクローパ築部は87．1％で，とくにギシギシ茎
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部で含水率が高く．次いで葉部で高いことが知られる。

（2）ギシギシ乾草の特徴

1）ギシギシの乾燥の遅速

6月上旬調製のギシギシ乾草の水分含有率が，約10％ま

で減少するのに必要な日数は，自然乾燥（雨天や夜間は屋

内に取り入れ）の場合約10日，オーチャードグラス及びラ

ジノクローバでは5～6日であった（図1）。この乾燥の

速さは，当然気象条件や茎葉の構造・水分含有率などによ

って大きく異なるものとみられる。そこで，各車種につい

て茎葉別の乾燥所要日数を調べた。その結果．ギシギシ茎

部が12日，オーチャードグラス葉鞘部が8日，ギシギシ葉

部，オーチャードグラス茎部が7日．ラジノクローバ3臥

オーチャードグラス葉身部2日となった。この時期のギシ

ギシの葉は「腹に幅が広く，水分の発散面が大きいことか

ら比較的乾きやすいが．茎部は太く多汁質で乾き難いとい

える。

このように，ギシギシ茎部の乾燥速度が牧乾草の乾燥速

度と一敦しないから，ギシギシが混生した牧草を乾草に調

製した場合に．ギシギシは乾燥不十分となり．乾草収納後

のカビ発生源となる。
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図1ギシギシ及び牧草の水分含有率の推移

2）ギシギシ乾草の飼料成分

ギシギシの乾物中の粗蛋白質は18．5％でオーチャードグ

ラスに比べてかなり高い。セルロースは8．2％と著しく低

く，ややラジノクローパに近い値を示した。AI）Fはオー
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チャードグラスに近く，リグニンはオーチャードグラスよ

り高い値を示した（表1）。

また，茎葉別成分元っいてみると，ギシギシ葉部に含ま

れる粗蛋白質は23％と高く，オーチャードグラスの葉身部

に勝り，ラジノクローバの葉部に近い。ギシギシの粗脂肪

は．オーチャードグラスの彙身部及びラジノクロー′ヾより

低い。セルロースはオーチャードグラスの葉身部より著し

く低く．ラジノクローバよりやや高い。また，ADf・は．オ

‾チャードグラス及びラジノクローバに比べ著しく低かっ

た。一方ギシギシ茎部の粗蛋白質．粗脂肪．AI）F．リグニ

ンの含有率は，オーチャードグラスの茎部に近いが，セル

ロースは著しく低い特徴のあることがわかった。

責1ギシギシ及び牧草の飼料成分（乾物％．日内珪酸）

　　＼ 粗蛋 白質 粗脂肪 ルロース A D f－リグニン 粗灰分

ギ シ ギ シ 18．5 2，5 8．2 36．2 8．0 13．9の5）

オーチャード
グ ラ ス 10．1 2．3 25．9 40．3 5．3 7．2（1月）

ラ　 ジ ノ
クロ ー ノヾ

19．2 4．1 3．3 28．1 4．1 10．60 ．1）

3）乾燥時の美都脱落による損失

ギシギシは，乾燥によって硬化し，殊に葉部は脆くなり，

反転作業時に脱落する。その部分は，葉部及び花徳部であ

り・圃場では回収が困難である。本試験での脱落率は，乾

物当たり約4川にも遷し，これはギシギシの大きな欠点の

一つである。

4）乾草に対する家畜のし好

一般に．半乾き状態のギシギシが牧乾草と共に収納され

家畜に給与されると残食部となる。

ここでは．長期間にわたって乾燥し回収した乾草を用い

表2　ギシギシサイレージの品質

乳牛に給与した。乳牛の採食量は，無切断を100とすれば

細切断が267となり・茎葉部の切断給与は乳牛の食い込入

量を著しく高めることがわかった。

（3）ギシギシサイレージの特徴

1）ギシギシの予乾効果

ギシギシは水分含有率が高いことから・サイレージの高

品質化のためには，軽度の予乾が必要となる。試験サイレ

ージの水分は・無予乾が約90％・予乾が鋸％となり・予乾

によってサイレージの乳酸が増加し・pflが低下し・有機

軌こよるフリーク評点が改善され・等級が「艮」となった。

揮発性塩基態窒素の発生率は全窒素に対し10％以下となっ
た（表2）。

しかし・サイレージ材料の極度の予乾は，サイレージ内

での雑草種子の生存を助けるから2）．ギシギシ種子が着生

する材料は，無予乾とするか軽度の予乾に止めろべきであ

ろう。

2）ギシギシの混在割合とサイレージ品質

草地内ギシギシの混在率とサイレージ品質との的係を知

るため・再生ギシギシとオーチャードグラスの混ぜ詰めを

試みた。すなわち，ギシギシ率の低下は，水分含有率を低

下させ，有機酸の生成率を高めたが，評点や等級には明ら

かな差が見られなかった。しかし，揮発性塩基態窒素の発

生率は，ギシギシ率の低いものでむしろ高くなる傾向がみ

られ．ギシギシ率の増加は，サイレージの品質に対し，そ

れほど大きな悪影響を及ぼさないもののようであろ。

3）サイレージに対する家畜のし好

ギシギシの予乾サイレージは，無予乾サイレージに比べ

し好が改善され．無予乾のギシギ■シとオーチャードグラス

のサイレージの比較では．ギシギシサイレージがやや劣っ

たが，混ぜ詰めでは差はみられなかった。

無 予 乾 サ イ レー ジ

水 分
l別 p E

有　　 機　　 酸 ＊　 （別 　 ＊＊
評 点

　 ＊＊
等 級

買 掛 00

乳 酸 酢 酸 プロ ピオン酸 酪 酸 吉 草 酸 カ ブ ロン 酸

90．2 4．45 0．68 0．22 0 ．0 1 0．03 0．0 1 0．02 2 1 中 17．7

予 乾 サ イ　レ ージ 84．0 4．40 1．33 0．19 0 0．0 1 0．0 1 0．02 7 9 艮 9，6

注 ・＊ 有 機 酸 は ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ法 に よ る。 ＊＊　 フ リーク法 に よ る。

4　む　　す　　び

以上，ギシギシは粗蛋白質含有率が高くセルロースが低い

ことから．オーチャードグラスよりはラジノクローバの組

成に近いといえる。しかし．ギシギシの葉部は乾鰻によっ

て脱落し・茎部は乾き難いことから．乾草の調製には不適

当である。このことから．ギシギシは軽予乾か東予乾の状

態でサイレージ化することが考えられる。そこで．草地内

のギシギシは．結実前に牧草と共に刈取り．積極的にサイ

レージ化して利用することをすすめたい。
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